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１，はじめに 
トンネルなどの既設インフラの維持管理に

おいて重要となるのは，構造物に発生するひび

割れなどの変状の記録および経過観察である．

変状は，レーザースキャナーなどを用いて計測

するが，計測した点群データは個別の座標系を

持っているため，異なる時間に計測した点群を

比較するには共通の座標系に変換する必要が

ある．この問題は，位置合わせ問題[1]として知
られているが，その多くが大域的な変換を前提

としている．一方，ひび割れなどによって生じ

る変形は，ひび割れを境に異なっているため，

単純な位置合わせ問題を解くだけでは解決し

ない．本報では，ひび割れを含む同一箇所を複

数回計測した点群データの位置合わせ手法を

提案する． 
 

２，手法 
提案手法は，同一箇所を計測した複数の点群

データを入力とし，対応する領域の変換行列を

計算する(Figure 1)．レーザースキャナーから得
られる情報は点群であるが，トンネル壁面は局

所的には平面に近似できるため，提案手法では，

点群を深さ画像に変換して解く．提案手法は，

深さ画像を Watershed アルゴリズム[2]でクラ
スタリングし，各クラスタに対応する領域をテ

ンプレートマッチングにより計算する．位置合

わせは，対応関係を元に個別に計算する． 

 
３，実験結果 
本研究では，経年変化を経た点群が取得でき

なかったため，計測点群データに対して，擬似

的にひび割れ，凹みと傾きを与えたデータを実

験に利用した．位置合わせ前後の各クラスタに

おける元画像との誤差を Figure 2に示す．一部
マッチングに失敗して誤差が大きくなった例

を除き，ほとんどのクラスタで位置合わせでき

ていることを確認した． 
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Figure 1 Overview 

Figure 2 Error Evaluation 
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